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宇宙 航空 研究 開発 機構 理事 長 総合 科学 技術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 会 議 議員 


新春 対談 奥村 直樹 原山 優子 
変革 の 時 、JAXA の 新た な る 時 代 へ 


世 星 分 光 鋭 測 衛星 ' ひ さき, 
EE 


ジオ スペ ー ス 
高 エ ネル ギー ー 子 発生 の 層 に 必 む 'ERG 


宇宙 へ の 敷居 を 下げ 、 
キラ リ と 光る ミッ ショ ン を 目指 す 小型 科学 衛星 , 
金星 周回 軌道 まで あと 一 歩 
あか つき 再び 金星 へ 


ひので が 捉え た 太陽 活動 サイ クル 


宇宙 で 使う 新しい 電源 
再生 型 燃料 電池 


厳し い 気 象 朱 件 の 日 本 の 冬 で も 
航空 機 を 安全 に 効率 的 に 飛ば し た い 


いっ て らっし ゃ い は や ぶさ 2 」 


INTRO ロ ロロ リロ ビビ TION 


015 年 最初 の 「JAXA's」 で す 。 巻 頭 の 「 新 春 
対談 ] で は 、 奥 村 直 樹理 事 長 と 内 閣府 総合 科 
学 技術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 会 議 の 原山 優子 議員 
が 、 国立 研究 開発 法人 に 移行 する ]AXA が 果 
た す 役 割 と 男女 共同 参画 社会 の 実現 に 向け て どう すべ きか 
語り 合い まし た 。 本 号 は 宇宙 科学 ミッ ショ ン を 中 心 に お 届 
けし ます 。 表紙 は 赤外線 天文 衛星 「 あか り 」 が 観測 し た 全 天 
画像 で す 。 グ ラビ ア ペ ー ジ で は 太陽 観測 衛星 「 ひ の で 」 が 捉 
えた ダイ ナミ ッ ク な 太陽 の 姿 も 紹介 し て いま す 。 特 集 で は 、 
「 小 型 科学 衛星 ] を 取り 上 げ ま し た 。 高 頻度 な 成果 創出 を 目 
指し 、 機 動 的 か つ 挑 戦 的 に 実施 する 小型 科学 衛星 ミ 
ッ シ ョ ン 。 専 用 の 衛星 バス を 活用 する こと 
で これ まで 衛星 ミッ ショ ン の 経験 の な 
い 研 究 者 も 参加 し や すく な り 、 宇宙 
の 敷居 を 下げ る こと に も つなが 
り ま す 。 小 型 科学 衛星 第 1 弾 の 
惑星 分 光 観 測 衛星 | ひる き 」 は 、 
世界 で 初め て [木星 磁気 圏 の 高 
エネ ルギー 電子 の 流れ |] を 提 え 
まし た 。 る 6 に |「 ひ きき | に 続き 、 
[ジオ スペ ー ス 探査 衛星 
(ERG) 」 が 宇宙 空間 の 「 高 エネ 
ルギー 粒子 発生 の 謎 ] に 挑み ま 
す 。 今年 の 11 月 に 再び 金星 周回 
を 目指 す 金 星 探査 機 「 あ か つき ] 
の 担当 者 の 意気 込み ちる 、 併 せ て 
お 読み くだ さい 。 


JAXA's で は 、 
JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 活動 を 
ご 紹介 し て いき ます 。 
訓 安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 「 安 全 保障 ・ 防 災 」 
名 宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 「 産 業 振興 」 
回 宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
「 フ ロン ティ ア へ の 挑戦 ] で す 。 


安全 保障 
防災 


フロ ンティア 
へ の 挑戦 
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新春 対談 
変革 の 時 、 
JAXA の 新た な る 時 代 へ 
奥村 直樹 X 原 山 優子 


宇宙 航空 研究 総合 科学 技術 ・ 
開発 機構 理事 長 イノ ベー シン 会 議 議員 


宇宙 科学 や 惑星 探査 に 

新しい 時 代 を も た ら す 

小型 科学 衛星 ミッ ショ ン 
惑星 分 光 鈴 測 衛星 「 ひ さき 」 

ー これ まで に な か っ た 観測 で 惑星 の 謎 に 挑む 


山崎 吉 王 宙 科学 研究 所 太陽 系 科学 研究 系 助教 
「 ひ さき さき] ミッション マネ ー ジ ャ 


「 ひ さき 」 に 続き 宇宙 を 目指 す 「ERG」 
ジオ スペ ー ス の 高 エ ネル ギー 粒子 発生 の 謎 に 挑む 
篠原 育 宇 員 科学 研究 所 ジオ スペ ー ス 探査 衛星 (ERG) 

プロ ジェ クト プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


中 村 揚 介 宇宙 科学 研究 所 ジオ スペ ー ズ 探査 衛星 (ERG) 
プロ ジェ クト サブ マネ ー ジ ャ 

宇宙 へ の 敷居 を 下げ 、 

キラ リ と 光る ミッ ショ ン を 目指 す 


久保 田 孝 宇宙 科学 研究 所 宇宙 科学 プロ グラ ム デ ィ レク タ 


金星 周回 軌道 まで あと 一 歩 
「 あ か つき 」 再 び 金 星 へ 


中 村 正 人 宇宙 科学 研究 所 太陽 系 科学 研究 系 教授 
「 あ か つき ] プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
石井 信明 宇宙 科学 研究 所 宇宙 飛 著 工 学研 究 系 教授 
「 あ か つき ] プ ロジ ェクト エン ジニ ア 
今村 剛 宇宙 科学 研究 所 太陽 系 科学 研究 系 准 教 授 
「 あ か つき ] プ ロジ ェクト サイ エン ティ スト 


「 ひ の で 」 が 捉え た 
太陽 活動 サイ クル 


未来 つづ くり の 現場 か ら 
デコ ピロ ローズ 品 中 宝 く 
宇宙 で 使う 新しい 電源 
下記 革 ゞ 
再生 型 燃料 電池 
内 藤 均 研究 開 発 本 部 電源 グル ー プ 技術 領域 リー ダ 
星野 健 月 惑星 探査 プロ グラ ム グ ルー プ 研究 開発 室 室長 
桜井 誠人 有人 宇宙 ミッ ショ ン 本 部 有人 宇宙 技術 セン ター 技術 領域 リー ダ 
大 西 充 研究 開発 本 部 未踏 技術 研究 セン ター 長 
松本 康司 研究 開発 本 部 未踏 技術 研究 セン ター 研究 計画 マネ ー ジ ャ 


厳し い 気象 条件 の 
日 本 の 冬 で も 航空 機 を 
安全 に 効率 的 に 飛ば し た い 


神田 淳 航空 本 部 運航 シス テム ・ 安 全 技術 研究 グル ー ブ 
機体 安全 技術 セク ショ ン セク ショ ン リ ー ダ 


いっ て らっし ゃ い 「 は や ぶさ 2.」 


地球 で 思ふ 事 油井 亀 美 也 宇宙 飛行 士 > 
星 出 彰彦 宇宙 飛行 土 


JAXA 最 前 線 


NEWS 
「 は や ぶさ 2」 打 ち 上 げ 成 功 


表紙 画像 : 赤 外線 天文 衛星 「 あ か り ] の 遠 赤 外線 全 天 マ ッ 
プ 。 画 面 中 央 を 横切る の が 天の川 。 画像 中 央 付近 の 傷 
は デー タ 欠 損 の た め 。 宇宙 に 広がる 冷た い 塵 の 分 布 を 、 
1 分 角 の 解像度 で 解析 で きる 世界 で 唯一 の デー タ 。 東京 
大 学 ・JAXA・ 東 北大 学 な どの 研究 チー ム に よる も の 己 
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† 画 し て いる 小型 科学 衛星 の 第 1 弾 と な っ た 


学 衛星 で ある ジオ スペ ー ス 探査 衛星 「 ERG」 は 2015 年 度 、 以 降 打 ち 上 げ の 予定 で す 。 
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2013 年 9 月 に イプ シロ ン ロ ケ ッ ト で 打ち 上 げ ら れ た 惑星 分 光 観 測 衛星 「 ひ さき 」 は 、 
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球 周辺 の 宇宙 空間 (ジオ ス 
ペー ス ) 、 特 に 赤道 上 高度 
2000km か ら 3 万 km ほど の 間 に あ 
る 放射 線 帯 (別名 : ヴァ ン ・ ア レン 
帯 ) に は 、 高 エネ ルギー の 電子 や イ 
オン が 存在 し ます 。 放射 線 帯 は 大 陽 
風 (太陽 か ら 飛 来 す る プラ ズ マ や イ 
オン の 流れ ) の 影響 を 受け て 高 エ ネ 
ルギー 粒子 の 強度 が 変動 し 、 宇 宙 嵐 
と も 呼ば れる 大 き な 変 動 時 に は 高 エ 
ネル ギー 電子 が 急増 。 衛星 を 利用 し 
た 通信 や 放送 、GPS 信 号 に 影響 が 出 
る な ど 、 私 た ちの 生活 に も 強く 関係 
し て いま す 。 し か し 、 放 射線 帯 の 高 
エネ ルギー 電子 の 発生 ・ 消 失 メ カニ 
ズム が 詳し く 分 か っ て いな いた め 、 
変動 の 予測 、 い わ ば “宇宙 の 天気 予 
報 " は 大 変 困 難 で す 。 そ こ で 、 放 射 
線 帯 の 中 に 飛び 込ん で 電子 や イオ ン 
の 状態 を 直接 観測 し 、 そ の 謎 に 挑 も 
うと いう の が 、 ジ オス ペー ス 探 査 衛 
星 「[ERG] プロ ジェ クト 。 放射 線 帯 
の 中 心 部 で 、 幅 広い エネ ルギー 都 囲 
の 電子 と イオ ン の 変動 お よび 幅広 い 
周波 数 範囲 の 電磁 場 の 変動 を これ ま 
で に な い 精 度 で 同期 させ て 観測 し ま 
す 。 電 子 が 電磁 場 か ら エ ネル ギー を 
得る し くみ や 、 短 時 間 に 起き る 高 エ 
ネル ギー 粒子 の 生成 メカ ニズム を 明 
ら か に で きれ ば 、 将 来 的 に は 、 放 射 
線 帯 の 高 エ ネル ギー 電子 発生 を か つ 
て な い 精 度 で 予測 する こと に つなが 
る と 期待 され て いま す 。 衛星 が 高 エ 
ネル ギー 粒子 に さら され る こと や 、 
得 ら れる 膨大 な 情報 を 機 上 で 処理 す 
る 必要 が ある こと な ど 、 投 術 的 な 障 
壁 は 小さ く あ り ま せん が 、 今 「ER 
G] は これ ら を 乗り 越え て 衛星 の 製 
造 ・ 試 験 の 段階 に あり ます 。 衛星 バ 
ス 部 は 、「 ひ さき 」 で 開発 し た も の を 
活用 し 、 イ プシ ロン ロケ ッ ト 2 号 機 
で 2015 年 度 以降 の 打ち 上 げ へ 、 ま 
さ に 秒読み の 段階 を 迎え て いま す 。 
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明る く 輝 いて いる 横線 ( 輝 線 ) 
を 調べ る こと で 、 木 星 磁気 園 の 
中 を 電子 が 移動 し て いる の が 
分 か る 。 


図 イオ プラ ズ マ トー ラス の 極端 紫外 線 構造 
べ 最 げ た 山 マ 間 し 
て 初 て の 崎 は も た 
い は い で 何 山 な か 
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を 汗 カ が と そ 況 星 
に 装う が と 況 星 
品 置 = 宇 が も で の 
用 を た 笛 知 の す 観 
し 積 。 空 り 研 * 測 
た ん = 間 た 究 結 
の で で に か デ 果 
が 調 ^、 逃 っ | も 
し 新 し デ か い 山 あ 
て し か | な な 崎 り 
Ar し も 
# や も 油 こ 
す 困 ユ 読 目 た れ か る 
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NN ゃ 
人 攻 放 9 す ジ 
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私 」 た ち は は 今後 の 宇宙 科学 ・ 探 査 プ 
ロジ ェクト を 3 つの カテ ゴリ ー 
に 分 け て 考え て いま す 。1 つ 目 は 世界 第 一 
級 の 成果 を 目指 す フ ラッ グ シ ッ プ 的 な ミ 
ッ シ ョ ン で 、「 は や ぶさ 2」 や 「ASTRO-H] 
は これ に あたり ます 。2 つ 目 は イプ シロ ン 
ロケ ッ ト で 打ち 上 げ る 「 小 型 科 学 衛星 」、 
そし て 3 つづ 目 は 多様 な 機会 を 活用 し た 小 
規模 プロ ジェ クト 群 で す 。 

世界 最 先端 の 成果 を 狙 お うと する と 、 科 
学 衛星 は どん どん 大 きく な っ て し まう 傾 
向 が あり 、 そ うな る と 頻繁 に 打ち 上 げ る 
こと は で きま せん 。 そ こ で 、1 年 に 1 回 、 
ある い は 2 年 に 1 回 程度 の 頻 度 で 打ち 上 
げ が 可能 な 衛星 を つく る と いう の が 、 小 
型 科学 衛星 の 考え 方 で す 。 こ うし た 衛星 
を 打ち 上 げ る こと が 、 イ プシ ロン ロケ ッ 
ト の 開発 に も 反映 され て いま す 。 

も ちろ ん 、 小 型 科 学 衛星 で も 、 世 界 第 一 
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「 ひ さき 」 の 観測 に 
よっ て 明らか に な 
っ た イオ プラ ズ マ 
トー ラス の 詳細 な 
極端 紫外 線 構造 


イオ の 画像 NASA 
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と 星 研 す コ を ん 磁 は ミ 
大 と 究 私 ね ひ 首 種 千 る さ 
気 ほ し は "3 晃 ど 気 と っ 
紳 ん い 骨 ご いた を い 四 

い 大 (= * 

な と ど ま 履 は な も を 
捕る も も 人 音 いつ 香料 
が な 強 星 の 金 木 っ 来 
ど ぃ いい 大 観 星 星 て の 
う 金 磁気 測 の と ぃ い 本 
癌 量 気 の も ま 時 
う で 閣 相 行 す 探 
の いひ を 王 っ "人 査 
か 太 も 作 定 の 
れ ミ か 所 山 衛 影 0 
で ツ け に 崎 た 星 し ニム 
い シ て ィ 移 わ の た 月 で ふる 
て ヨ い る 私 け 第 装 ぶ ぉ の て 
サン ま 頃 が で 1 置 。 地 で 
ィ イト し に 東 す 弾 で 凶 式 行 
ン と パ や っ 大 " 極 ぉ 令 貞 た 
ぇ 過 最 ? 堂 回 * の で 
的 記 初 ふか 上 を そ オ す プ 
に 当 の ん 外 し ! 科 
失 喘 人 当 ョ 皇 線 て ロ ズ 
9 人 2 当 。 レラ 
て な 科 が 科 兆 少 を 
いい ぃ い 学 決 学 器 型 と メ 
る い ヽ 衛 ま 研 "が 科 を 1 
と を 時 9 浴 載 学 撮 ジ 


級 の 成果 を 目標 と する こと は 変わ り ま せ 
ん 。 た だ し 、 搭 載 す る セン サ は 絞ら ざる 
を 得 ま せん 。 「 た っ た 1 つの セン サ で 世界 
を 取り に いく | と いっ た 考え 方 の 衛星 に 
な り ま す 。 

小型 科学 衛星 の ミッ ショ ン は 公募 に よっ 
て 選ん で いき ます 。 次 に 打ち 上 げ ら れる 
の が 「ERG」、 そ の 次 の ミッ ショ ン は は 現 
在 審査 中 で す 。 衛星 バス は 共通 の 部 分 が 
多い の で 、 こ れ ま で 衛星 ミッ ショ ン の 経 
験 の な い 研究 者 も 参加 し や すい 、 い わ ば 
宇宙 へ の 敷居 を 下げ た 衛星 と いう こと が 
で きま す 。 や れる こと は 限ら ちら れ ます が 、 
キラ リ と 光る ミッ ショ ン が どん どん 宇宙 
に 打ち 上 げ ら れる と いう の は 、 と て も 大 
きなこ と だ と 思い ます 。 ( 談 ) 
久保 田 孝 
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か な 大 陽 か ら 、 激 し く 活動 する 太 
陽 へ 。 太陽 観測 衛星 「 ひ の で ] 
の X 線 望遠 鏡 (XRT) は 、 年 々 変化 し て 
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を も っ て いま す 。 2008 年 は 、 現 在 の 
第 24 太 陽 活動 サイ クル が 始ま っ た 年 
で 、 太 陽 は 一 番 静 か な 時 期 で し た 。 太 
陽 活動 は 2013 年 に ピー ク を 迎え まし た 
が 、2014 年 る も まだ まだ 活発 で す 。 下 
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Mo] 


「 JAXA 's |」 編集 


和 『 は や ぶさ 2」 応援 キャ ン ペ ー ン 」 の 打ち 上 げ 
対応 も 、 い よい よ ヤ マ 場 を 迎え 、 い さ 種 子 島 へ 。 
1 度目 の 打ち 上 げ 延 期 “の 際 に は 、 羽 田 空港 
で 連絡 が 入り 足止め が 問 に 合い 、 今 回 は リタ 
ー ン マッ チ で 12 月 2 日 か ら 種子 島 に 入り まし 
た 。 現地 は 朝 暁 コー ト が 必要 な 東京 より 少し 
暖か い 、 と いっ た 感じ で す 。 早速 、 プ レス セ 
ンタ ー に 顔 を 出し 、 機 
体 移動 撮影 用 の カメ 
ラ 機材 を 確認 し ます 。 

や は り 、 あ の 「 は や ぶ 
さ ] の 後継 機 だ か ら 
か 、 報道 陣 の 皆さん も 
「 ひ と 目 、 見 て お きた 


中] 


ヽ 
に 2 


と さ 事 」 


さむ 」 


哨 疹 革 [SVXV] : 河 工 
ら 


eet94 ご 番 NN2 一 Sv 濡 時 
は ご 右 ひ きけ 清田 性 芋 肢 , 団 小 半音 


テー 汗 で 了 下 柚 議 di へ Q 村 準 エレ び 当 S「Nox 
き 路 曽 滞 諭 SVXVP] 漏 深 疫 


es「 マ ー> ざ ュ せ 詳 計 Nr 


は ご (ry 生 軍 Rtrrr* へ ヘン へ 基 へ 叶 訳 潜 是 ③[Nox 
へ て 較 記 ツ ー2 マ ュ せ 中 9H0k9HOk/ 且 半 GN 準 際 避 主 


私 た ち も 


い ] と いう 思い が ある よう で す 。 通常 より も 多い 
参加 者 数 で 200 名 超え | 圧巻 で すね …*。 


打ち 上 げ 場 所 か ら 約 3.1 キ ロ 離 れ た 「 恵 美 之 
江 展 望 公園 」 か ら 打ち 上 げ を 見 届け ます 。 ここ 
は 、H-IA25 号 機 の 打ち 上 げ の 際 、 三 菱 重 
工 さ ん が 宇宙 教育 活動 の 一 環 で 、 宇 宙 に 関 
心 の ある 子ども た ち を 集め て | 種子 島 宇 直孝 
室 ] を 開催 し た 場所 な ん で す よ 。 

私 は テレ ビ 番 組 で の 解説 を 兼ね て 広報 対応 を 
し まし た 。 東京 で は 、 銀 座 や 渋谷 の 大 型 ビジ 
ョ ン で も 打ち 上 げ の 様子 が 放映 され 好評 だ っ 
た よう で す 。 キャ ン ペ ー ン は 今後 も 、 打ち 上 げ 
後 1 年 間 続 きま す 。 皆さん も 引き 続き 応援 を お 
願い し ます 。 


担当 の 種子 島 レ 


_HAYABUSA 2 


NEXT JAPAN POWER 


ポ 


け ま し て お めで と う ご ざ いま す 。 本 年 
も よろ し く お 願 申し 上 げ ま す 。 
さて 、 今 回 は 、 い よい よ 今 年 6 月 頃 か ら 国 際 宇 
宙 ス テー ショ ン (ISS) に 長期 滞在 予定 の 油井 
便 美 也 宇 宙 飛 行 士 に つい て ご 紹介 し ます 。 
宇宙 飛行 士 は 、2009 年 に JAXA の 
宇宙 飛行 士 候補 者 に 選定 され まし 
た 。 同期 の 大 西 卓哉 宇宙 飛行 士 と と も に 、 日 本 
人 初 の パイ ロッ ト 出 身 宇宙 飛行 士 と し て 選定 
され 、 直 後 の 記者 会 見 で 「 中 年 の 星 に な り た い ] 
と コメ ント し て いま し た 。 そ の 後 、 大 西 宇 宙 飛 
行 士 、 金 井 宣 茂 宇宙 飛行 士 と と も に NASA の 
宇宙 飛行 士 候補 者 訓練 に 参加 、ISS や 船 外 活 
動 、 ロ ボッ ト ア ー ム 操作 や ロシア 語 習 得 な ど 、 
多岐 に わた る 訓練 を 経て 、2011 年 に 宇宙 飛行 
士 に 認定 され まし た 。2012 年 、 ち ょ うど 私 が 
ISS に 滞在 し て いた 時 に 、 油 井 宇宙 飛行 士 の 
ISS 搭 乗 が 決定 する と いう 、 う れ し い 知ら せ が 
届き まし た 。 現在 は 数 カ月 後に 迫っ た 打ち 上 げ 


に 向け て 、 訓 練 の 最終 コー ナー を 回 っ た と ころ 
で し ょ うか 。 
航空 自衛 隊 の 優秀 な テス ト 
パイ ロッ ト で し た か ら 、 私 
が 苦労 し た T-38 ジ ェ ッ ト 練 習 機 に よる 飛行 機 
操縦 訓練 は お 手 の も の 、 分野 の 違う さま ざま な 
訓練 も る 、 の み 込 み が 早 いと 評判 で し た 。 そ ん な 
油井 宇宙 飛行 士 も 、40 歳 を 過ぎ て か ら 学 ば な く 
て は な ら な く な っ た ロシア 語 に は 当初 苦労 し て 
いた そう で す が 、 地道 な 努力 と 大 変 な こと を 楽 
し む 姿 勢 で 今 で は し っ か り モ ノ に し 、 ロ シア で 
の 訓練 も 通訳 要ら ず で 進め て いま す 。 仕事 を 着 
実に 進め られ る し っ か り 者 で す が 、 ユ ー モ ア の 
セン ス も 。 ち な み に 、 私 は 彼 の ツイ ッ タ ー の 大 
ファ ン で す 。 
軌道 上 で どん な 活躍 を 見 せ て くれ 
る で し ょ うか ? これ か ら も 皆さん 
の 熱い 応援 を よろ し く お 願 いし ます 。 


https://twitter.com/Astro_Kimiya 


http://iss.jaxa.jD/iSS/jaxa_exD/ 
yui/sorakame/ 


https://twitter.com/Aki_Hoshide/ 
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る 定 究 宇 た で 出 を 研 色 谷 う の 費 ぶ 頂 ふ イェ 0 甘 二 9 SN 
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# る 2 非 X 能 す か し を 出 全 朗 タル % よ 世 半 6 界 A に と 
和信 0 出 価 計 2 に へ たい お に の か まま 7 春 に 兄 初 間 示 
定 機 ヶ 間 今 あ 1 る 人 る を は 関 ら いし の る 作 は ゃ カ 
款 機 7 の 用 る ル ん 多 工 可 証 大 係 濾 地 た C 大 記 2 専 全 上 
す ニ 年 監修 と 温 箱 能 ぁ 部 を 出 上 0O 都 さき 2 用 温 げ ス 
:G 度 視 衛 と し 宰 星 性 C 市 論 し の 市 己 り 衛 宇 6 
0 打 に 時 が て 効 に 上 が 6 等 ぺた 化 濃 侍 が 1 星 効 れ 観 
S ち 関 に 分 有 洒 よ 高 3 る に る 人 石 上 度 に 取 2 で 漆 た 


て ダ / 
> 
ーー 


「 い ぶ き 」 の デー タ の よっ て 人 為 起 源 CO2 排 出 の 影響 を 受け て い 
る と 判断 され た 領域 

青 か ら 黄色 、 赤 に な る に し た が っ て 、CO2 濃 度 は 高く な る 。 北半球 
こ 集 中 し て いる こと や 、 大 都市 域 等 の 周辺 に 多い こと が 分 か る 。 


N こ AL 
f で 


主 
トー( 


図 の 中 の 番号 は 、 特 に 高 濃度 の C02 が 観測 され た 領域 を 示す 。 僅 
これ ら の 領域 は 、 人 口 が 密集 し た 領域 、 ま た は 火力 発電 、 油 ・ ガ ス 記 
田 開発 を 含め た 産業 活動 が 盛ん な 領域 と 考え られ る 。 な お 日 本 世 


周辺 は デー タ 不 足 に より 分 析 で き な か っ た 。 

⑩ 中 国 張 家 口 市 、 寺 山 市 、 ハ ルビ ン 市 、 天 津 市 @ イ ンド : コ ルカ タ 
(カル カッ タ ) ウ ズ ベ キス タン 東部 プ カ ザ フス タン 南端 ノ キ ル ギ ス 
西部 プ タ ジ キス タン 北端 ⑳⑯ サ ウジ アラ ビア 北西 部 ヨルダン 
米国 : ピ ッ ツ バー グ 米国 : ロ サン ゼル ス 9 メキ シコ : ア カプ ルコ 


人 放 ん で 白人 の も 放 び を 申し 上 げ ま す 


大 切な 情報 資産 を 次 代 に つなぐ 


記録 情報 管理 ( レコ ー ド マネ ジメント ) の 専門 コン サル タン ト 会 社 で す 。 


Sd 紛 基 避 オ 半 (Gzooo) lnk な yz 


TnerO( 誠 導 征 で 滞 


私 た ち ビ ー・ シ ー・ シ ー は 
宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAXA) の 
官公 庁 や 民間 企業 に お ける 記録 情報 管理 普及 啓蒙 活動 の 一 助 と し て 
の シス テム 構築 か ら 、 ス ペ シ ャ リ スト に 宇宙 グッ ズ の 開発 、 製 造 販売 
よる 運用 まで を 含め た 総合 的 な コン サル し て お り ま す 。 
ティ ング 及び 情報 処理 サー ビス を 提供 し 子ども た ち が 宇 宙 や 科学 に 
」 て いま す 。 記 録 情報 管理 は 、 コ ンプ ライ 夢 や 興味 を 抱く きっ か け づ くり に 
アン ス や リス クマ ネジ メン ト の 強化 、 宇宙 グッ ズ を 活か し て み ま せ ん か ? 
業務 改善 な どの 経営 課題 を 考え る と き に 企業 プロ モー ショ ン や 、 
MA 売り 場 活性 化 に お 役立ち に な る 
ー て 衣 すっ BEST WAV -。 較 軸 グ ッ ズ を と 提供 いた し ます ! 


組 細 再 編 

日 と 業務 効率 化 情報 の 効率 的 な 継続 管理 
クマ ネジ メン ト 園 コン プラ イア ンス 

情報 資産 の 有効 活用 情報 関連 法 ・ 国 際 標 準 へ の 対 不 


あの ARCS20 2 に 


災害 対策 と セキ ュ リ ティ 管理 情報 の 爆発 的 増加 へ の 対策 


お 気軽 に ご 相談 下さ い 。 


株 式 会 社 ピー シー・ シ ー 


1 D 〒105-6114 東京 都 港 区 浜松 町 2-4-1 世界 貿易 セン ター ビル 14 階 


NRIM 日 本 レコ ー ド マネ ジメント 株 式 会 社 や に と 2 
〒 101-0044 東京 都 千代田 区 欠 冶 町 本目 9 番 12 号 神田 徳 カ ビル 5F 還 M mv 4 の ) 宇宙 食 ・ 宇 宙 ブ ッ ズ 且 売 守男 貼 ta 語 


TEL : 03-3258-8671 (代表 ) FAX: 03-3258-8670 http://www.nrm.co.jp 
「「JAXA's」 に 広告 を 掲載 し ませ ん か ?| ほぼ 隔月 発刊 の 「JAXA's」 に 御社 の 広告 を 掲載 し ませ ん か ? ご 興味 の ある 方 は 以下 の URL まで お 問い 合わ せく だ さい 。 
URL:http://Www.jaxa.jp/projects/pr/pub/index_j.html#jaxas_ad ※ 広 告 掲載 に あたり 一 定 の 規則 が ご ざい ます の で ご 希望 に 沿え な い 場 合 は ご 容赦 くだ さい 。 


A 人 欠 A 


INFORMATIOIN 呈 


赤外線 宇宙 背景 放射 の 


A と 東北 大 学 の グル ー プ は 、 
カリ フォ ルニア 工科 大 学 や 韓国 
天文 宇宙 科学 研究 院 等 の 研究 者 
ら と の 協力 の も と で 実施 し た CIBER 
実験 ※1 に より 、 宇 宙 赤 外線 背景 放 
射 ※2 に これ まで の 予測 を 超え る 大 き な 
「⑦6 ぎ (まだ ら 模 様 )] が 存在 する こ 
と を 発見 し まし た 。 

発見 し た 近 赤 外線 の [まだら 模様 」 
は 、 普 通 の 星 や 銀河 等 に よる 影響 


大 き な ゆ 6 き を 発見 


も の で 、 宇 宙 に は 未知 の 赤外線 光 
源 が 大 量 に 存在 する こと を 示し て いま 
す 。 宇 宙 に ある 未知 の 天体 の 存在 に 
つい て 新た な 仮説 を 必要 と する 新 発 
見 と いえ ます 。 本 研究 の 論文 は 2014 
年 11 月 7 日 付 の 米 科 学 誌 IScience』 
に 掲載 され まし た 。 


※1 近 赤 外線 で の 宇宙 背景 放射 を 観測 す 
る た め の NASA の ロケ ッ ト 実 験 プロ ジェ クト 。 
※2 天空 の 観測 デー タ の うち 、 星 や 銀河 な 


ど が 写っ て いな い 天 域 の 明る さ の こと 。 


だ け で は 説明 が つか な い は ほど 大 き な 
波長 1.1um (マイ クロ メー トル ) の 近 赤 外線 で 撮影 し た 天空 の 画像 か ら 、 

星 や 銀河 の 影響 を 取り 除き 、「 ま だ ら 模 様 ] が 目立つ よう な 画像 処理 を 

行っ た 宇宙 か ら の 近 赤 外線 の 空間 分 布 パタ ー ン 

画像 :JAXA, Tohoku Univ., NASA JPL/Caltech 


て に 2 た 後 と と 道 $ ミ 各 し 支 の 2 々 『 ビ 【 門 

19426E8E1 7 株 22 国 5 
旨 品 ロ ヨ E 字 

な 03 挟 半 寺 年 ら を 計 導き 沈 0 1 際 

参 1 究 傾 ^ -11 還 い ラ テラ ビデ ョ 

国 ま 衣 る 1 の 用 委 伺 る 5 ち 旧 の %s 1 相 2 と ン 宇 
10491 0443 し 人生 2 シ 王 
りす ( 肝 を asXge3 を を る 用 0 ラ 由 
統 sa | 術 倖 会 議 ※ 申 ・ 
29MTnMAD MCD8 生 5 十 イ 
用 くし 灰 際 で 息 和 せ 表 今 廊 ロ マ ーー さよ S 
手 継 と ま を る ぁ る 協 低 恵 い し 後 Ss 識 

し 続 も 6 し 今 ご 力 軌 を る ま も S 革 本 画 で "5 


画像 :NASA 


日 本 で ・ ア ジア で つなが ろう : 
字 宙 航空 分 野 の 女性 の 活躍 推進 に 向け て 
シン ポジ ッ ム 開催 


AA 男女 共同 参画 推進 室 で は 、 
空 字 由 の 分 野 で も 女性 が 活躍 し 、 


連 す る 活動 を 促進 する こと を 目的 と 
し 、 第 21 回 アジ ア ・ 大 平 洋 地 域 宇宙 
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発行 責任 者 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
広報 部 長 上 垣内 茂樹 
編集 制作 人 一 般 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 


デザ イン 人 Better Days 
印刷 製本 食 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 


2015 年 1 月 1 日 発行 


JAXA' 編集 委員 会 

委員 長 的 川 泰 宮 

副 委員 長 上 垣内 茂樹 

委員 町 田 茂山 村 一 誠 寺 門 和夫 
顧問 山根 一 眞 


豊か な 未来 社会 の 創造 に 貢献 し て 
いけ る 環境 の 整備 を 目指 し 、 子 育て ・ 
介護 支援 、 ソ ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 、 研 
究 力 ・ マ ネジ メン ト 力 の 向上 な ど 、 活 発 
な 活動 を 行っ て いま す 。2014 年 9 月 
11 日 に 実施 し た ネッ トワ ー ク 構築 イベ 
ント に 引き 続き 、 宇 宙 航 空 業 界 全体 
で 男女 共同 参画 の 意識 を 高め て 関 


機関 会 議 (APRSAF-21) の サイ ド 
イベ ント と し て 、12 月 3 日 に シン ポジ ウム 
を 開催 し まし た 。 国 内 の 産学 官 の 連 
携 に 加 を 、 モ ン ゴ ル 、 ア メリ カ 、 カ ザ フ ス 
タン 、 ロ シア 、 オ ラン ダ な どの 海外 ゲス ト 
を お 迎え し 、 共 通 課題 の 解決 に 向け 
て 、 グ ロー バル ネッ トワ ー キ ング の 重要 
性 の 認識 を 深め まし た 。 


- 東京 国際 交流 館 で 

の 開催 し た 

作 人 が シン ポジ ウム の 
還 叫 国 講演 者 と 参加 者 


INEWS 0。 ね の ね WCmc「『。K※ ね 600。0〈 へ ね Km ね ゎ 「『 ヶ WW べべ へ べべ OK 
2014 年 12 月 3 日 13 時 22 分 04 秒 (日 本 標準 ) 
| は や ぶさ 2 打ち 上 げ 成 功 


あけ まし て お めで と う ご 
ざい ます 。「 は や ぶ き 2] 

も 無事 、 小 惑星 に 向かっ 
て 飛び 立ち まし た 。 小 惑 
星 探査 機 | は や ぶる | の 名 前 の 由来 に は 、 

日 本 の 宇宙 科学 用 ロケ ッ ト の 生み の 親 で 
ある 和 糸川 英夫 博士 が [ 隼 」 の 設計 に 携 わ 
っ て いた こと が あり ます 。 昨年 11 月 に 、 そ 
の 日 本 の 宇宙 科学 用 ロケ ッ ト の ふる さと 
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! 。 


の 打ち 上 げ 設 備 や 大 型 の アン テ ナ を 間近 
か ら 見 学 さ れ て いま し た 。 この 特別 公開 
は 、 地元 の 肝付 町 と の 共催 で 多く の 町 役 
場 の 方 が 協力 し て くだ さっ て お り 、 改め て 
地元 の 方 々 と 宇宙 科学 研究 者 の 間 の 絆 
の 強 さ を 感じ まし た 。 今回 の ITAXA sl 
は 、 こ の 宇宙 科学 分 野 に 焦点 ああ て まし た 
が 、 こ の よう な 絆 を これ か ら も 大 事 に し て い 
SS 


に 到着 し た 後 、 さま ざま な 遠隔 観測 機器 、 
小型 着陸 機 、 ロ ー バ に より 観測 を 行い ます 。 
その 後 、 小 惑星 の サン プル を 取得 し 、2020 年 
に 地球 に 帰還 する 予定 で す 。 


9 や ぶさ 2」 は 、 目標 の 小惑星 「 1999 JU3」 


「 は や ぶさ 2」 打ち 上 げ 

パブ リッ クビ ュー イン グ 会 場 
12 月 3 日 は 、「 は や ぶさ 2] 打ち 上 げ パ ブリ ッ ク 
ビュ ー イ ング 会 場 で 、 多 く の 方 が 打ち 上 げ の 様子 
を 見 守っ て くだ さい まし た 。 今回 、「 フ ァ ン ! フ ァ ン ! 
JAXAI | で は 、 会場 を グー グル マッ プ を 使っ て 紹 
介し まし た 。 グーグル マ 
ッ プ 上 の 行き た い 場 所 の 
ピン を クリ ッ ク す る と 、 任 
意 の 場所 か ら 経 路 検 索 
も で き 、 使い や すか っ た 
と 、 大 変 ご 好評 を いた だ 
きま し た 。 


種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 宇 宙 科 学 技術 館 に 、 


「 は や ぶさ シミ ュ レ ー タ 」 導入 ! 

昨年 11 月 21 日 に 、 種 子 島 宇宙 セ ンタ ー 宇 宙 科 学 
技術 館 に 「 は や ぶさ シミ ュ レ ー タ 」 が 設置 され まし 
た 。 「 は や ぶさ シミ ュ レ ー タ 」 は 、「 は や ぶさ 」 の 打ち 上 
げ か ら 地 球 帰還 まで の ミッ ショ ン を 操作 体験 で き 
ます 。 チャ レン ジ で きる ミッ ショ ン は 、① 「 は や ぶ 
さ 」 の 打ち 上 げ 、② 地 球 ス イン グ バ イ 、⑬③ タ ッ チ ダ 
ウン 、(④ 通 信 途 絶 か ら の 回 復 、⑤ 大 気 圏 再 突入 、⑥ 
「 は や ぶさ ] 軌道 シミ ュ レ ーション 一 の 6 つ 。 科学 や 
理科 ・ 地 学 を 学ぶ と と も に 、 困 難 に も 立ち 向かい 
何 度 も 挑戦 する 諦め な い 心 を 育む 内 容 と な っ て い 
ます の で 、 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー に お 越し の 際 に は 、 
「 は や ぶさ 」] ミ ッ シ ョ ン に ぜひ チャ レン ジ し て みて くだ 
さい ! 


で ある 内 之 浦 宇 宙 空 間 観 測 所 の 施設 PWR 


別 公開 に 行っ て きま し た 。 日 本 で 初め て の 
人 工 衛星 と し な っ た 「 む お すみ 」 を 打ち 上 げ 
た 場所 で す 。 その 後 、 多く の 宇宙 科学 観 
測 衛星 や 探査 機 が ここ か ら 6 打ち 上 げ ら れ 
まし た 。 特別 公開 に は 、 小雨 に も か か わら 
ず 700 名 を 超え る 方 々 が 来場 し て 、 実 際 


久 内 容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 
JAXA 広 報 部 (proffice@jaxa.jp) 
https://ssl.tksc.jaxa.jD/SDace/ 
inquiries/index_j.html 


@JAXA で は 、 宇 宙 航 空 研究 開発 の さら な る 
発展 の た め 寄 附 金 の 募集 を 行っ て いま す 。 
ご 支援 お 願い いた し ます 。 
http://www.jaxa.jp/about/donations/ 


リサ イク ル 適 性 (⑳) 


ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ 「JAXA'sS』 を 
配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 
実費 を ご 負担 いた だ く 〈 こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 
http://www.jaxas.jp/ 

介 お 問い 合わ せ 先 

一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 

「JAXA's』 配送 サー ビス 窓口 


、TEL03-6206-4902 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 


リサ イク ル で きま す 。 古 砥 バル プ 配 合 率 100% 再 生 紙 を 使用 


広報 部 〒101-8008 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 4-6 
御茶ノ水 ソラ シテ ィ 
TEL:03-5289-3650 FAX:03-3258-5051 
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